
平成 24（2012）年度 文化庁委託事業報告書 

『東日本大震災において危機的な状況が危惧される方言の実態に関する調査研究（茨城県）』 

 

訂正一覧 

 

 

p.6 表中 (5)の業務分担者名  (誤)佐藤高志 → (正)佐藤髙司 

 

p.26 l.6 (誤)〈宮城県〉 → (正)（宮城県） 

 

p.26 l.12  (誤)〈東北大学大学院〉 → (正) （東北大学大学院教授） 

 

p.40 l.24～25（音韻の(3)）  ※訂正箇所は無声化記号の追加 

  (誤) [nitʃikaN], [mitʃikai], [dzapɯtoN], [kotsɯke:]  

→ (正) [nitʃi̥kaN], [mitʃi̥kai], [dzapɯ̥ toN], [kotsɯ̥ke:] 

 

p.43 l.13  (誤)水戸市国田交流センター会議室 

 → (正) 水戸市国田市民センター会議室 

 

p.325 下から l.5(音韻の(5))  (誤) [kapɯ̥ to] → (正)* [kapɯ̥ to] 

 

p.389 l.25（A03.の回答結果の数値右の注意書き） 

  (誤)％の母数は、仮に前回答数の → (正) ％の母数は、仮に全回答数の 

 

p.389 l.28（A03.の回答結果の数値） 

  (誤)04.その他 [19(22.9) （6(18.9)：13(26.5)）] 

 → (正) 04.その他 [19(22.9) （6(18.8)：13(26.5)）] 

 

p.402 l.5  (誤)02.必要ではなかった 37 → (正) 02.必要ではなかった 35 

 

p.402 l.7～10 

  (誤)  《分析》 D01.と D02.から、8 割以上の多くの人が方言パンフレットは「必要だ」

と答えているが、自身の活動において必要だったと答えているのはわずか 1 名に

とどまっており、「必要ではなかった」（37 人、84.1％）が、D01.の「必要だ」（36

人、81.8％）を上回っている。 

→ (正) 《分析》 D01.と D02.から、8 割前後の人が方言パンフレットは「必要だ」と答

えているが、自身の活動において必要だったと答えているのはわずか 1 名にとど

まっている。（D01.の「必要だ」が 36 人、81.8％であるのに対して D02.の「必要

ではなかった」は 35 人、79.5％。） 

 

 


